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はじめに  

 

平成２２年（２０１０年）４月１日、法人化２５年を迎えた（社）ランドスケープコンサルタンツ協会（ＣＬＡ）

は、これからの協会活動の大方針をまとめた「新ビジョン」をここに策定いたしました。 

 

ふりかえると初めて協会のビジョン「新しい環境文化の創造」を発表したのは今から１５年前、平成７年

（１９９５年）のことでした。続けてビジョンのアクションプラン（行動計画）となる「みどりの環境文化の創造」

をまとめたのが平成１１年（１９９９年）、バブル経済が破綻し、世紀末の混沌とした世相を受けて、アクショ

ンプランのまえがきでは、ＣＬＡの進路を荒海への船出にたとえたものでした。そしてこの１０年間、私た

ちは、まさに嵐の海に漂う小舟のごとく、世界的不況、公共事業削減、発注方式変革等々の激しい雨風

を受けています。 

 

ビジョンとは、夢を語るもの、希望を示すもの、であります。しかし嵐の最中にあって、ただ夢を語り、希

望を未来に託すだけでは、「新ビジョン」に求められる役割を果たしたことにはなりません。嵐への的確な

対処の仕方、嵐のあとになすべきことを明示して、この航海の目的―環境文化の創造―に到達するため

の指針を具体的に示すことが肝要です。 

ここに示す「新ビジョン」は、この厳しい時代にみんながどのように立ち向かうべきかを、今求められる

具体的指針としてまとめたものです。 

 

私たちの職業の基盤である技術、造園は、日本はもとより世界各地で、古より絶えることなく継続発展

してきました。また、自然との共生とサステナブルディベロップメントが叫ばれる地球環境の時代、なによ

りも命の尊さが求められる少子高齢社会にあって、水、緑、土、風、生き物などの自然素材を科学的・美

的に扱い、都市や地域の人々の暮らしを豊かにデザインするランドスケープコンサルタントへの期待も、

ますます大きくなっています。 

 

コンサルタントの分野だけでなく、ランドスケープ領域すべての先導役として期待されるＣＬＡは、新ビ

ジョンとして『緑豊かな環境文化の創造と発展』を広くここに開示し、このビジョンを礎に、健全で生き生き

とした協会活動を展開してまいります。さらに、自信と誇りと情熱と美的センスを持った高度な専門技術

者を世に送り出す責務を果たしてまいります。 

関係する皆さまのご理解とご協力、ご支援を切に希望する次第です。 

平成２２年４月 

（社）ランドスケープコンサルタンツ協会 会長  大塚守康 
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 １．ランドスケープコンサルタントの現状と課題 

 
 

１．１．ランドスケープコンサルタントを取り巻く状況    

  

 

■ 私たちの業務 

私たちランドスケープコンサルタントは、公園緑

地をはじめとする国土の社会資本整備、多様な

都市環境などの調査・計画・設計とマネージメント、

また、森・川・海等自然環境の調査・保全計画、

人々と生き物が共生する空間デザイン、これらの

空間の管理と運営に至るまで、多岐にわたる業務

を行っています。私たちは緑や環境にかかわるさ

まざまな業務を通じて、水、緑、土、風、生き物等

の自然要素を「命ある素材」として効果的に扱うこ

とによって、地域の自然、歴史文化に根ざしたプ

ランニングやデザインを行い、事業者等を支援し、

広く社会に貢献してきました。 

■ 社会からの期待 

そして今、私たちは、地球環境問題が顕在化

する中で、地球温暖化対策や生物多様性確保な

どへの取り組み、ヒートアイランド対策等の都市環

境改善への取り組み、美しい街並みや良好な景

観に対する人々の意識の高まりを背景にした良

好な景観形成に対する取り組み、人口減少社会

における子育て支援、健康支援空間の創出など、

希望を持てる未来の実現に対して社会からの高

い期待を受けています。 

また海外では、フランス、ドイツなどヨーロッパ

1985 年第１回(社)日本造園コンサルタント協会賞受賞 国営昭和記

念公園「水遊び広場」 （株）都市計画研究所 提供 

2004 年ＣＬＡ賞受賞 なんばパークス （株）ヘッズ 提供 
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各地での都市生活の質の向上を目指した脱車

社会への取り組みの場や、都市再生にあたって

の公共空間の質の向上等の場で、ランドスケー

プコンサルタントが重要な役割を果たしていま

す。 

米国北東部や中西部のラストベルト（Ｒust Ｂ

elt＝錆の帯といわれるさびれた重工業地帯）の

都市再生においても、公園・広場や街路樹の整

備、緑化運動による街の景観改善が取り組まれ、

ランドスケープ関係者がこの推進役となっていま

す（参照：Ｐarks ＆ Ｒecreation ’08.7 月号Ｆ

rancesca Ｌyman 著「空疎から繁栄へ－縮小都市再考」髙橋信行氏訳）。 

こうしたランドスケープを重視する海外の動きは、我が国でも都心の再開発などで採用され、ランドス

ケープコンサルタントの活躍の場は着実に広がりつつあります。 

 

■厳しい経営環境 

 しかしながら、このような期待や動向は、国内では首都圏など一部地域に止まり、全国的には必ずし

も業務量の拡大につながっておらず、さらにリーマンショック、ドバイショックなどにより、公共・民間ともに

一層業務量が少なくなってきている状況にあります。また、公共関連業務においては入札制度の変革期

にあり、低価格入札の問題や、プロポーザルの評価方式など、解決すべき課題も多くあります。こうした

受発注状況の悪化により、コンサルタント経営は厳しく、雇用の不安定化を招いており、新規雇用の機

会は減少し、今後必要とされるランドスケープコンサルタント需要に応えていけない状況を生み出しつつ

あります。 

このような中、ランドスケープコンサルタントは、国民の期待に応えて持続可能な美しい未来の姿を創

造して行く使命をどのように果たしていくのか、について解決策を見いだしていく必要があります。 

 

 

１．２．ランドスケープコンサルタントの課題     

  

 
今、私たちランドスケープコンサルタントが直面する課題を、社会面、技術面、経営面からまとめると、

以下のように整理されます。 

 

フランス・パリ郊外 トラム（LRT）の風景  
高野ランドスケーププランニング（株） 提供 
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■ 社会的側面 

多様な社会の要請に応えるためにも、ランドスケープコンサルタント業務の対象領域の拡大を図らな

ければなりません。職能を確立し、業務領域を拡大しつつ、関連分野との協調を図りながら新たな業務

展開を図ることが求められます。しかしながら、ランドスケープコンサルタントの職能、職域は、必ずしも社

会から十分認知されているとはいえず、社会的地位のより一層の向上が課題です。 

このため、社会に対しての情報発信をより強力に行い、また、登録ランドスケープアーキテクト（ＲＬＡ)

資格制度の認知度向上を積極的に推進するなど、行政はもとより市民の中に、ランドスケープコンサル

タントという職業をしっかりと認識してもらえるように各種の取り組みを進め、「ランドスケープコンサルタン

ト」という職業の『ブランド化』を図ることが必要です。 

具体的には、ＣＬＡからの情報発信の強化とともに、産官学や市民、ＮＰＯ等の多様な主体とのネット

ワーク形成や、この連携等による社会貢献活動の推進などが求められます。 

 

■ 技術的側面  

知的サービス産業としてのランドスケープコンサルタントにとって、技術力の向上は最も重要な課題で

す。 

新しい時代の社会からの要請に対応するには、第１に、業務領域の拡大、分野展開に即応できる技

術の高度化、総合化が求められます。第２に、人と自然の共生技術、科学と芸術が共存するデザイン技

術、高度情報管理技術等、新しい技術の開発が必要です。さらに第３には、多様な価値観が錯綜する

中で社会資本の整備、良好な景観の形成、公的なオープンスペースのアセットマネジメント等を推進す

るための合意形成に資する計画技術の向上も必要とされます。 

このため、造園という職業の基盤となる伝統技術の保存と継承に加え、これまで蓄積してきたＣＬＡの

５０年にもおよぶ全国組織としての経験や国際的なネットワークを活用し、これらの技術的課題に対応し

ていく取り組みが必要です。 

一方、こうした技術力の向上とともに、若手技術者の確保と育成も課題です。時代適応力が高く、情

報発信力を持った若手技術者を確保し、展望を持って計画的に先端技術者を育成するＣＬＡの取り組

みが求められます。 

 

■ 経営的側面 

私たちの業務は極めて社会性が高く、その成果が公共の福祉に直結するものであり、しかも非定型で、

自然と人間の共生を扱うという難易度の高い業務が大半です。 

しかしながら、公共関連事業においては財政難や規制緩和の趨勢から、経済性、効率性を重視した

発注が行われ、また一般競争入札等にあって低価格落札が増えることによりさらに次年度以降の価格を

引き下げてしまうという負のスパイラルが全国的に広がっています。 
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ＣＬＡとしては、私たちの業務の特性からして発注方式としてプロポーザル方式、総合評価方式を採

用するようクライアントに働きかける一方、低価格落札の問題を社会に提起するなどして、受注環境の改

善に取り組んでいるところですが、今後もこの活動を継続拡大し、経営基盤の確保を図ることが大きな課

題です。 
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 ２．ランドスケープコンサルタントの仕事と展望 

 
 

２．１. 『緑豊かな環境文化の創造と発展』の理念のもとに   

  

 

「環境の世紀」と言われる今、地球環境問題への積極的な対応と豊かな暮らしの実現が強く求められ

ています。私たちランドスケープコンサルタントは、これまで長年にわたり「みどりの環境文化の創造」を

理念に掲げて活動してきました。私たちには、環境文化と呼ぶにふさわしい歴史的な造園技術の資産

や、先達から受け継いだ豊富な知見があります。これらを継承し、さらに磨きをかけながら次世代につな

げていくことにより、地域文化の担い手として、さらには地球文化の振興に寄与する立場から、継続的に

社会発展に貢献する役割を果たしていきます。 

少子高齢社会を迎えた我が国にとって、コンパクトシティ化による緑豊かな都市環境の実現、市場経

済優先から人間と文化優先の都市社会の形成が志向されています。私たちは新たに『緑豊かな環境文

化の創造と発展』を理念に掲げ、すばらしい未来社会の実現に向けて、ランドスケープコンサルタントの

仕事を着実に展開していきます。 

 

 

２．２. ランドスケープの領域と技術      

  

 
私たちの仕事の領域は、都市地域から自然地域、

農山漁村地域まで、公的な空間から私的な空間も

しくは共的空間までと幅広い地域・空間が対象とな

っています。 

都市地域の公園、広場、街路、河川などのパブリ

ックスペースは、私たちも含めてそこに暮らし、働く

人々にとって、憩いの場であると同時に、身近なア

ウトドアの学びの場、いざというときの避難の場など

複合的な機能を持っており、ランドスケープコンサ

ルタントによる計画、デザイン、仕組みづくりなどが
仕事の領域 
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求められています。自然地域では、自然環境の保全に関わる調査や計画ならびにその適正な利用に関

する提案などをランドスケープコンサルタントが担っていくべき仕事といえます。農山漁村地域では、農

地や里山、里海などのセミパブリックなオープンスペースが、食料などの生産の場であるだけでなく、生

き物のすみかにもなっているなど、人間と自然が折り合いをつけながら、その機能を持続させてきた空間

であり、持続可能な地域づくりに向けた調査や元気な地域づくりの支援が求められています。 

私たちの仕事は、さまざまな空間の機能や暮らし、産業や文化を読み解き、どのような対象領域にお

いても、そこに暮らす人々や生き物たちの存在を忘れることなく、その空間らしさを発現できる場をつくり

だすことであるといえます。 

このように、ランドスケープコンサルタントの仕事の領域は、空間としての広がりを持っているだけでな

く、現場を知り、対象とする空間・地域のポテンシャルを調査・分析し、その空間・地域の将来像やあるべ

き姿を検討した上で提案する一連の過程を含めて、仕事の分野が幅広く展開しています。 

このため、私たちは、今後ますます広がる仕事の領域を認識し、水、緑、土、風、そして植物や動物な

ど生き物の存在を尊重したデザインが基本であるランドスケープの技術を最大限活かし、真摯な姿勢で

仕事に向かいあっていきます。 

  

 

２．３. 私たちの仕事の目標       

  

 

今世紀に入って、温暖化やそれに伴う自然災害の増大などの現象が、私たちの暮らしや産業に影響

を与え始めています。私たちは、こうした地球規模の環境に関わる事態にも目を向けながら、より高度な

水準で社会資本を蓄積していく業務を技術者として支援していくことを目標とします。 

また、少子高齢化やライフスタイルの変化、市民参画意識の高まり等を受け、公園緑地やオープンス

ペースの使い方、使われ方も大きく変化しています。身近な生活の場がより快適に、より美しく、より安心

して過ごせる場となるよう、よりよい空間・環境の計画・設計を進め、既に整備されたストックの管理・運営、

マネージメントや、有効活用の提案も積極的に行っていくと同時に、市民や地域、企業や行政などのさ

まざまな主体が参画する協働型事業をコーディネートしていけるコンサルタントとなることを目指します。 

そして、私たちの生活している場を持続的に維持するための社会システムの構築まで目を向けること

も重要な目標となります。 

行政に対しては、シンクタンクとしてその技術と能力を発揮し、市民にとっては、ガーデニングや参加

型まちづくりなどで頼れる相談役となることを目指します。その地域の個性を熟知している技術者集団で

あるからこそ、緑や環境のホームドクターとして重用されるはずです。さらには、海外のプロジェクトに対

して積極的に関与することもこれからの大きな目標です。 
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このように、私たちは仕事に関わる全ての過程で、地球にも人間にも快適で持続可能な環境を創造

することを目標として、これからの仕事を展望し、私たちの技と知と感性を磨いていくこととします。 

 

   これからのランドスケープコンサルタントの仕事の展開方向（イメージ） 

空間領域 技術分野 区分 

 

 

 

コンサルタント像 

地
区 

都
市 

広
域
圏 

国
土 

国
際
展
開 

専
門 

総
合 

新
分
野 

政策立案者・シンクタンク ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ 

高度エンジニア ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 技
術
提
案
者 専門エンジニア ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ 

計画設計デザイナー ◎ ○ ○ － ○ ◎ ○ ○ 

調査・アセスメント実施者 ◎ ◎ ○ － ○ ◎ ◎ ○ 

事業コーディネーター ◎ ○ － － － ○ ◎ ○ 

パークマネジメント・指定管理者 ◎ ○ － － － ○ ◎ ○ 

【凡例】  ◎:関係性大  ○：関係性中  −：関係性小（あるいは無） 
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 ３．ランドスケープコンサルタンツ協会のこれからの取り組み  

    
 

３.１. 取り組みの全体像 

        

 

今、深刻な不況と財政難の中で、公共事業は悪だ、というような乱暴な論調がマスコミなどをにぎわし、

本当に必要な社会資本整備さえ行いにくい状況が広がっています。 

このような事態に対応してＣＬＡは、経済・効率優先の風潮を人間・環境優先の方向に少しでも変える

ために、ア．経済団体、市民団体等との環境関連ネットワークの構築（都市緑化月間での諸活動等）、イ．

マスコミを巻き込んだ各種のみどりイベントの展開（全国都市緑化フェアへの参画等）、ウ．健康づくりや

子育て支援等に寄与するみどりの普及啓発（支部でのワークショップの取り組み等）、エ.みどりを介した

国際交流の推進（国際シンポジウムの共催、協賛等）等、各支部との連携による多角的な事業を展開し、

『緑豊かな環境文化の創造と発展』の理念のもと、ランドスケープ業界の興隆につながる各種活動に積

極的に取り組みます。 

 公益法人改革が進む中にあってＣＬＡは、一般社団法人をめざしつつもしっかりと公益性、公共性

を活動の中心におき、たとえば中越地震の復興支援に取り組むなどの社会活動を通じて＜ランドスケー

プコンサルタントの役割の浸透（＝ブランド化）＞を図ることで、着

実に業務の拡大につなげ、業界としての経営の安定化に努めま

す。   

一方、前記したように、ランドスケープコンサルタントを取り巻く

環境には、さまざまな課題があります。 

このためＣＬＡでは、社会的な課題に対応するものとして、１．

情報発信力の強化、２．RLA 資格制度の推進 ３．多様なネットワ

ーク形成と活動推進 ４．社会貢献活動の推進、に取り組むことを

はじめ、技術的課題に対応する ５．技術力の向上 ６．人材の確

保と育成、に、さらに経営的課題に対応するものとして、７．経営

基盤の安定化、に取り組むほか、このビジョンをより具体的に展開

するアクションプランとして、８．行動計画の立案と推進、の全８項

目を具体的な方針に掲げ、多様な活動を展開していくこととしま

す。 
「みどりの妙見」（平成 17 年 10 月） 
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３.２. 情報発信力の強化 

        

 

３.２.１ 政策提言等の情報発信 

国土交通省に対して行ったＣＬＡの政策提言（平成

15 年 12 月）は、平成 21 年に国の公園施設長寿命化

施策や安全・安心プロジェクト等につながっています。

また、ＣＬＡが企画し共催した造園・環境緑化産業振興

会主催の公園リニューアルシンポジウム（平成 19 年 12

月）の提案が一つの契機となって、公園再整備に対す

る国庫助成が実現しました。  

ＣＬＡは、設立以降一貫して、ランドスケープの技術

を用いて公園などさまざまな空間計画、設計、システム

計画、公園等の管理・運営を行い、これらの経験を通

して多様な技術、ノウハウを蓄積し、これを国や地方自

政策提言パンフレット 
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治体の都市環境施策等に反映すべく働きかけを行って各界から一定の評価を得ています。今後も、社

会的に訴求力があるタイムリーな政策提言や災害に対する緊急アピール、パブリックコメントへの参加な

ど、業務以外の場においても、ＣＬＡ発の情報発信を行っていきます。 

 

 

３.２.２ 広報活動の強化 

ＣＬＡの情報発信ツールとして、ＩＴ関連のホームページ、事務局だより、ＣＬＡinfo.のほか、冊子として

機関誌「ＣＬＡ journal」、ＣＬＡプレスキット（日本語版・英語版）等があり、また、自治体担当者等に向け

た会員名簿や造園調査計画設計標準業務・報酬積算ガイドライン、さらに、事業や活動をまとめた報告

書類等を多数発行しています。 

今後のＣＬＡの発信に不可欠なものに、ＣＬＡが常に情報を発信する存在感を示し、関係者はもとより、

一般市民に広く理解と共感を獲得することがあげられます。「公園に行こう！」と思い立った市民が、まず

ＣＬＡのホームページを検索するよう、「公園」「緑」「ランドスケープ」等に関するコンテンツの充実、会員

スタッフの感性や考え方を共有するための掲示板、ブログや会議の場などの充実など、より効果的・効

率的な情報ツールを活用しながら、支部の広報活動とも連携しつつＣＬＡの広報活動の強化に努めま

す。  

 

 

 

ＣＬＡプレスキット英語版 
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３.２.３ グローバル化への対応 

私たちの仕事の場は、日本全国はもとより、ア

ジアをはじめ世界にまで広がっています。 

また、国際化の波は海外においても顕著です。

韓国では、国際コンペによる計画者の決定が日

常的なものとなっており、チョンゲチョン（清渓川）

再生事業や中心市街地の広幅員道路の全面緑

地化などの先進的な取り組みを行っています。

シンガポールでは、かつての住宅開発公社がコ

ンサルタントとなり、都市計画やランドスケープの

計画技術を国が支援して海外に売り込んでいま

す。このような業務のグローバル化に対してＣＬＡ

は、以下の諸事業に積極的に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．３．RLA 資格制度の推進  

     

 

登録ランドスケープアーキテクト（ＲＬＡ）資格制度は、ＣＬＡが平成 12 年８月より調査研究を開始し、2

ヵ年の特別認定実施を経て、平成16年に認定試験が始まり、平成22年２月現在４３３名が登録されてい

ます。ＲＬＡは、近年、ランドスケープに関する技術保有を社会的に認知された資格制度として、クライア

ントからの評価も徐々に定着してきました。しかし、ランドスケープ技術者のうちまだ資格取得者が少ない

ため、この資格制度を関係者へのＰＲに努めるなど、社会的な評価の拡大等にさらに真剣に取り組む必

2006 年ＣＬＡ賞受賞 誠品建築景観設計 
 （株）タム地域環境研究所 提供 

ア．国際間で通用する広い視野と高度な

技術力を持った人材を育成するＲＬ

Ａ資格制度の推進 

イ． IFLA（国際造園家会議）、IFPRA（国

際公園レクリエーション管理行政連

合）、ICOMOS（国際記念物遺跡会議）、

ASLA（アメリカ造園修景家協会）等、

国際的な関係機関との連携の強化 

ウ．海外研修生等の受け入れの奨励 

エ．国際シンポジウム等の企画運営 
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ＲＬＡ資格制度の概要 
（ＲＬＡホームページ、RLA 資格制度大要より引用）

 

本資格制度は、以下の４つの段階より構成されます。 

① 専門教育：大学等専門教育機関での教育 

② 実務訓練 (OJT)：就職してからの訓練 

③ 認定試験：択一試験、実技試験 

④ 継続教育 (CPD)：造園 CPD 制度への参加 

 

専 

門 

教 

育 

【
卒
業
・
学
位
取
得
】 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
認
定 

実 

務 
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練 

【
修
了
基
準
】 

Ｏ
Ｊ
Ｔ
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム 

資 

格 

登 

録 
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格 
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定 
試 
験 

 
 

 

学 

科 

試 
験 

 
 

 

実 

技 

試 

験 

合 
 

 
 

格 

継 

続 

教 

育 

【
指
定
単
位
の
履
修
】 

造
園
Ｃ
Ｐ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム 

登 

録 

更 

新 

３年毎 

要があります。 

このためＣＬＡは、受験セミナ

ーの開催等による資格制度の

普及啓発を積極的に進めるとと

もに、ＲＬＡ資格制度総合管理

委員会の活動を多面的に支援

し、また設立が予定されているＲ

ＬＡの会の立ち上げを側面援助

するなどの方策により、ＲＬＡ資

格者の増大、ＲＬＡの認知度の

向上、ＲＬＡ資格の社会的活用の拡大等を図るものとします。  

 

 

３．４．多様なネットワーク形成と活動推進  

     

 

３.４.１ 市民・企業・行政との協働活動、地域との連携協定締結 

 ランドスケープに係わる業務の中で、従来型の公共的なクライアントと計画者・設計者という関係ば

かりでなく、今後は、市民の意向、意識、活動や企業の社会貢献の一翼としてのランドスケープの形成、

それを行政の枠組みやそれ以外の枠組みで実現していくことがますます増大していきます。これに伴い、

私たちには市民、企業、行政の間に入り、二者、三者がＷｉｎ-Ｗｉｎの関係を作り上げていくコーディネー

ター能力が求められます。これに的確に対応していくためには、企画力、調整力、指導力等の能力を高

めていくとともに、ホームページによる情報提供、シンポジウム・セミナー等の企画・共催や、市民や企業

に対してのアドバイス、サポート業務の強化をすすめていきます。 

また、災害時の協力協定や各種都市緑化活動支援等、地域社会と多面的に連携する協定締結に取

り組み、いざというとき頼りになる「ランドスケープコンサルタント」のステータスの向上を図るものとします。 

 

 

３.４.２ 関連諸団体と連携強化        

市民・企業・行政との連携、協働活動の強化とともに、（社）日本造園建設業協会、（社）日本造園組

合連合会、（社）日本公園施設業協会、（社）日本植木協会、(一社)日本運動施設建設業協会およびＣ

ＬＡの６団体による造園・環境緑化産業振興会を核とした活動により、デザインアンドビルド、植物材料等
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料等の生産連携、造園工事の建設マネージメント協力、リスクマネジメント協力などにより、一層のコスト

ダウンを図りながら、高品質の空間造成を効率的にすすめていきます。 さらに、(社)日本造園学会、

（財）日本造園修景協会、(社)日本公園緑地協会ほか関連する公益法人等とも協力しあいながら、技術

開発、ランドスケープ業界の地位の向上、学習機会の増大によるスキルアップ、新しい公園施設等の共

同開発、施策立案力・構想力の強化等を目指すものとします。 

 

 

３.４.３ 異業種交流の推進 

「つくる」から「つかう」へ、公共とともに、市民・企業との連携などの業務は、今後、ますますその多様

化が予想されます。私たちには、温暖化抑止や生物多様性確保など、地球規模の環境問題を、国、地

域、都市においてもその解決を図っていく責務があります。また私たちの周りには、国際化に伴う観光地

整備や地域興しとなる観光振興、国外での業務遂行、また食糧 — 農の持続性や安全性の確保など、

多くの課題がありますが、これらはランドスケープの技術力による解決や持続社会構築への貢献が期待

されています。また、これらを新たな業務として商品化をすすめる必要もあります。 

そのためにもＣＬＡは、多様な情報の受発信、交流、業務連携、主体形成などに関する異業種交流を、

ハードな土木・建築・都市計画業界はもとより、ソフトな観光サービス・社会システム開発・資源エネルギ

ー分野・環境経済等の業界と積極的にすすめていくとともに、多様な官学界との交流についても積極的

に図っていくこととします。 

 

 

３．５．社会貢献活動の推進       

  

 

３.５.１ 防災対応の社会貢献 

地震等災害時の公園等での避難活動支援や復

興計画提案（阪神・淡路大震災時）、緑施策による

災害地の復興支援（中越地震時）等、防災対応の

社会貢献については、これまでもＣＬＡおよび会員

各社は積極的に取り組んできました。しかし、関東・

東海・東南海地震等の発生予測も切迫性を持って

きており、また、地震以外の集中豪雨や暴風雨等の

大災害も発生していることから、ＣＬＡのさらなる社
中越沖地震 自衛隊活動の様子（新潟県・みなとまち海浜公園） 
（株）ヘッズ 提供 
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会貢献が求められるところです。 

災害時には、被災者の自助、共助活動等の手助け、被災地の復旧支援等の活動が必要となりますが、

ＣＬＡはその専門技術力を活かして、また多様なネットワーク形成によって、さまざまな局面で被災者・被

災地支援を行うものとします。すでにＣＬＡ関東支部を中心に、かつて東京都や特別区の公園緑地部局

と防災応援協定の締結を検討した経過もあり、これからも協定締結に向けての検討を深めます。 

また、近年の大規模災害の復旧の中で、復旧事業のもととなる公園の災害査定の後回しや、不十分

な査定により破損内容の一部にしか補助金が取れないなどの事例もあることから、ＣＬＡは災害査定を

代行し、査定漏れを防ぐとともに、公園の階段をスロープに変えるなど、単なる復旧でなく利用ニーズに

合った改修となるよう復旧計画を提案するなど、新しい防災対応の社会貢献にも取り組むものとします。 

 

 

３.５.２ 市民活動の支援 

官から民へ、「つくる」から「つかう」時代へ変化

する中で、ランドスケープ空間のエンドユーザー

である市民の重要性がますます高くなっていきて

います。市民は、これらの計画、設計、管理運営

に関わる度合いが高まり、市民の発言力が高まる

と同時にその責任も高く担うこととなります。 

ＣＬＡではこれらに対し、敷地分析、計画条件

の整理、デザイン、材料の良否、管理運営のあり

方や市民の合意形成の手法、会議の運営、組織

の形成まで、さまざまな形で市民活動を支援して

いきます。 

 

 

３.５.３ 企業活動との連携 

成熟した市民社会の到来の中で、企業が社会

的貢献を果たすことを求められ、また、市民から

はこうした社会貢献の質と量により、企業を評価

するようになってきています。現在でも「飯能・西

武の森」（西武鉄道株式会社 所有、西武造園株

式会社 技術協力）など社有地の開放、大規模森

地域住民への計画・設計説明風景（東京都・東久留米団地） 
（株）タム地域環境研究所 提供 

飯能・西武の森「企業の社会貢献活動の事例」 
SEGES ホームページより 
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林型の公園などでのボランティア活動支援、ネーミングライツによる公園の整備、運営への参加など、公

園緑地等の整備・管理運営面で企業の関与する場面が多く見られるようになってきました。 

こうした企業活動のニーズと行政・市民とを結びつけることや、企業活動への事業の企画提案などが、

ＣＬＡの連携活動として求められていることから、これらの社会貢献活動を積極的に行っていくとともに、

いずれはＣＬＡの経済活動につながるように取り組んでいきます。 

 

 

３．６．技術力の向上        

  

 

３.６.１ 業務領域の拡大に対応する技術力 

ＣＯ２対 1990 年度比 25％削減、生物多様性条約締約国会議（COP10）の名古屋開催、環境税の創設、

少子高齢化による都市構造の変化（コンパクトシティ化）、歴史をキーワードにした国内観光の興隆、全

世界的な日本文化や日本食への関心の高まり、都市公園の指定管理者制度導入など、ランドスケープ

コンサルタントが一歩踏み出せば世界の趨勢に合致し、さらにこうした潮流をリードすることも可能な時

代になってきました。 

ＣＬＡはランドスケープコンサルタントの活躍の場を広げるために、これらの事項について積極的に情

報収集・発信や勉強会・講座開催等を行っていき、今後ランドスケープコンサルタントに求められる技術

力＝「ランドスケープに関わることであれば何にでも取り組み、一定以上の質を伴った成果を出す力」を

獲得するものとします。これは、協会員である一人ひとりの技術者が、ランドスケープに関する調査、計

画、設計、マネージメントのどの業務にも対応できる能力を身につけていくことを目指すものです。 

ＣＬＡは、さらに指定管理や民需などの業務領域へも、より積極果敢にチャレンジできる技術力の向上

にも取り組んでいくこととします。 

 

 

３.６.２ 業務分野の展開に資する技術力 

前項の業務領域の拡大とともに従来の計画、設計業務に加え、ワークショップによる市民意向の把握、

合意形成、イベントプロデュース、建設マネージメント、パークマネージメントなどの新たな業務分野の展

開が期待され、これに積極的に応えていくことが要請されています。 

このためにも、ＣＬＡは、ランドスケープ関係はもとより他の業界とも積極的に交流し、会員各社が求め

る情報を提供可能となるネットワークを構築し、研修、セミナー、ニュース等で情報発信していきます。 

とくに、少子高齢社会に対応して、安全・健康なコミュニティ形成に資する保健・福祉等の技術領域と
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GIS を利用した計画事例 （株）ＫＲＣ 提供 

の連携など、従来の業務分野を大幅に広げる技術力の確保に努めることとします。 

 

 

３.６.３ 高度情報化社会に対応する技術 

インターネット普及や携帯電話の技

術革新など、さらなる高度情報化が進

む中で、業界内外から、ＧＩＳ（地理情

報システム）、ＣＡＤ（コンピューター支

援設計）、３Ｄ（立体画像処理）技術等

の情報を求められる場面が多くなって

います。 

また、こうした高度情報技術の革新

は、まちづくりや景観形成における合

意形成の支援システムとしてもますま

すこやか公園づくりアピール（2010 年 1 月） ＣＬＡ関西支部 提供 
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す評価されるようになってきました。 

ＣＬＡではこれまで高度情報化社会に対応するランドスケープ技術セミナーなどを主催し、情報技術

等の普及に努めてきたところですが、さらに高度情報技術の活用の局面が広がっているところから、先

導的な計画・設計支援システム、公園管理等のデータベース化、市民参加の合意形成支援システム等、

これからのランドスケープコンサルタントに求められる情報関連技術の普及啓発、技術習得、新技術の

開発等に、積極的に取り組んでいきます。 

 

 

３.６.４ コミュニケーション技術 

きわめて社会性の高い業務に携わることの多いランドスケープコンサルタントは、その責務として、協

働する市民や出資者の理解を得るなどのさまざまな人々との合意形成や、計画、設計、事業の意図、合

理性や優位性への理解、共感などをクライアントから得るといったコミュニケーション技術の必要性がま

すます増大してきています。 

このため、プレゼンテーション技術や質の向上、相手の立場の理解、議論を通しての合意形成等が

必要であり、さらに、国際化に際しての会話力向上、加えてヒューマンエラー防止策など、業務遂行や社

会貢献活動の円滑な推進等に必要なコミュニケーション技術の向上を目指すものとし、ＣＬＡによる各種

講習会の開催など、さまざまなプログラムの実施に努めます。 

 

 

３.６.５ 伝統技術の保存継承 

計画・設計業務の標準化・定型化が進む中で、設計・施工・管理の連携によるものづくりが、より一層

重要になってきています。 

特に、伝統的な庭園設計技術を有する業界として、この文化的資産や思想を確実に保存し、継承す

るために、ＣＬＡ主催や（社）日本造園建設業協会などとの合同による見学会や講習会の開催、(社)日本

造園学会や (財)日本造園修景協会等の主催する歴史文化イベントへの参加等を積極的に行っていき

ます。また、その活用の場面として、広く国土計画、都市計画、農山村計画等の計画立案から環境デザ

インまで、幅広く展開を図っていくものとします。 
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３．７．人材の確保と育成 

 

 

３.７.１ 若手のパワーアップ支援 

激しい競争の時代となり、建設コンサルタントの中でも最も労働環境が厳しいといわれるランドスケー

プコンサルタント業界において、若手技術者が現状をどのように評価しているかについてアンケート（平

成 21 年度実施）をしたところ、①仕事のモチベーションは向上している、②10 年後もこの仕事を続けた

い、という前向きの意見が過半を占めた反面、③労働環境への不満や業界不況などから将来が不安、と

いう評価も多くありました（資料編を参照のこと）。 

このためＣＬＡは、業界として老壮青のバランスが必要との認識から、特に概ね 40 代以下の若手技術

者が技術に自信を持ち、職業に将来性を感じられるように、若手のパワーアップを図っていくものとし、

各種の技術講習会、気軽に誰でも参加できる交流サロンを開催するほか、ＣＬＡ賞の拡充により若手技

術者の顕彰を行うなど、多様な取り組みを展開します。 

 

 

３.７.２ セーフティネットの構築 

ランドスケープ技術者がやむを得ず他業界に転職する不幸をできるだけさけるため、若い技術者を

中心に研究会、研修会等の勉強の場、交流の場を支部中心に設営し、情報ネットワークを各人が有す

ることで、ひとつのセーフティネットとなる仕組みを構築します。 

また、(社)日本造園学会、ＲＬＡ資格制度総合管理委員会、設立が予定されるＲＬＡの会等と連携し

て、造園 CPD 等を活用した専門技術のさらなる高度化と、会社単位にとどまらない組織的な人材育成

プログラムの推進を図り、若者はもとより、高齢の技術者も、できる限り社会の要請に積極的に応じられ

るネットワーク形成を図るものとします。 

 

 

３．８．経営基盤の安定化 

 

 

３.８.１ 業務環境の改善と適正なコンサルタント報酬の確保 

「競争と効率化を第一義」とする社会背景により、公共事業における低価格落札など、今の業務環境
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は課題が山積しています。高度な技術に対する信頼感、高品質な空間の持つ文化性などがないがしろ

にされ、また、専門家を専門家として扱わない業務が多くなる中で、ランドスケープコンサルタントの業務

環境を少しでも改善し、みんなが健全に生きていける業界としていく必要があります。 

ＣＬＡは技術委員会・業務委員会を中心に、各支部と連携して、入札、プロポーザルコンペなどの受

発注の実態把握に努め、その改善のための取り組みを進めているところですが、今後は、ＣＬＡ内部だ

けにとどまらず、ア.国、地方自治体等の発注者側技術者との連携、イ.(社)建設コンサルタンツ協会、

(社)都市計画コンサルタント協会等と共同した業務の適切な発注方式の推進の取組み、ウ.（社）日本造

園学会、造園関連公益法人等と合同の業務発注方式の研究、エ.造園・環境緑化産業振興会（関連６

団体）による適切な公共造園工事の推進に向けての研究、等に精力的に取り組み、その成果を発注者

のみならず、広く市民にも情報発信していくものとします。 

また適正なコンサルタント報酬を確保するため、計画設計はもとより、ワークショップ、公園施設健全度

調査、公園施設長寿命化計画立案等に関する標準歩掛かり、報酬積算ガイドライン等の研究と情報発

信を継続して行います。 

さらに、会員会社にあっても技術者一人一人の就業時間短縮等の職場環境の改善に努めるようＣＬＡ

からの各種情報提供を行うものとし、加えて、良好な労働環境を構築する視点から技術者派遣、出向、

ワークシェアリング等、多様な雇用の形態についても検討するよう、取り組んでいきます。 

 

 

３.８.２ 成果の品質向上 

クライアントである地方自治体等はもとより、広く市民からの信頼感が高まるよう、業務の成果の適正な

品質を保持し、さらにはより高度な水準の成果としていくため、計画設計業務における照査要領の確立

等の設計技術、照査技術を向上する研究を深め、その普及を図るとともに、業務における照査システム

の円滑化・適正化に取り組むものとします。また公共造園設計における設計プロセスのあり方についても、

これまでの研究成果を活用し、関係者との合意形成を図るべく努力してまいります。 

さらに品質管理（ＱＣ）の徹底とともに、ＩＳＯ９０００（品質マネジメント国際規格）の取得の推奨等、ＣＬ

Ａ会員各社の品質向上対策に必要な情報提供等の支援に努めます。 

 

３.８.３ 企業倫理の堅持 

公共の福祉への貢献など、社会性が問われるランドスケープコンサルタントの業務遂行にあたっては、

企業として社会への貢献を念頭に置き、コンプライアンス（法令の遵守）はもとより、ダンピング受注等、

公正な競争を妨げる行為を行わないなど、企業倫理の堅持、徹底に取り組んでいきます。 
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３．９．行動計画の立案と推進 

 

 

以上の新ビジョンの具体方針を受け、以下にはアクション

プランとして早急に取り組むべき項目について、そのイメージ

を示すものします。 

 

３.９.１ 多様なアクションの展開 

ＣＬＡが平成 17～19 年に実施した、中越震災みどり復興ワ

ークキャンプは、中越地方の造園家とともに、みどりと震災に

対する考察、崩壊した法面の緑化やブナの植林活動、山古

志フィールドミュージアム構想の立案、提案などを行ってきま

した。この他、平成 19～21 年にかけては、東京オリンピック招

致に向けて特別委員会を設け、シンポジウムの開催や提案な

ど、さまざまな行動を会員の献身的な熱意の下にすすめてき

ました。 

このような実績をふまえ、今後も組織として社会

貢献を行うとともに、ＣＬＡとランドスケープコンサル

タントの認知度の向上、関心の拡大、ひいては業

務拡大につなげるべく、当面右欄に示した行動計

画等に積極的に取り組むものとします。 

 

 

 

 

 

３.９.２ 地方色を活かした活動の推進 

ＣＬＡの会員は、北は北海道から南は九州まで所在し、地域の実情に応じて、的確に専門的技術を

駆使して良好な地域づくりを推進するランドスケープコンサルタントとして活躍しています。 

地方分権が進む中、地方発の多彩な活動は、私たちの地位を安定・向上させ、業務拡大につながっ

ていくことが期待されます。 

個別に支部活動の状況を見ると、北海道支部は、「ガーデンアイランド北海道」運動の中心的な役割

当面の行動計画例 

中越地震みどり復興プラン’06 夏 
（平成 18 年 9 月） 



･  ･ 21

を担っており、美しい庭園島・北海道の推進役と

して、その活動は高く評価されています。東北支

部は平泉の世界遺産登録の支援活動、フォトコ

ンテストの実施などにより、ＣＬＡ東北支部の知名

度の浸透に成果が見られるようになっています。

関東支部では、日比谷公園ガーデニングショー

等の新規・継続の多くの事業に積極的に取り組

み、産官学の連携事業の推進役としても、確固た

る地位を獲得しています。中部支部、関西支部も、

支部活動の長い蓄積を活かし、中部では愛地球

博、COP10 など大規模イベントを積極的に支援

し、関西でも花の万博、淡路花博、全国都市緑

化フェア等の事業を担う中核組織として活躍する

など、その存在感はゆるぎないものがあります。

九州支部も天神セントラルパーク構想の推進など、

造園各界はもとより(社)都市計画学会等も巻き込

んでユニークな活動を継続して行い、内外から高

い評価を得ています。 

支部のこうした特色ある活動は、地域の環境ド

クター、みどりの普及啓発推進役として、ＣＬＡ会

員ステータスを確実に高めています。 

今後ＣＬＡは、支部の具体的な活動の成果を

活用しつつ、①ランドスケープコンサルタント業務

の健全な発展、②ランドスケープ技術の向上、③

ランドスケープ事業の一層の拡充、を目指すとと

もに、ＣＬＡの公益法人改革の対応に合わせ、支

部に関わる規約等必要な諸規程類の改正に取り

組むことで支部組織の拡充を図るとともに、地方

色を活かした協会活動の一層の推進を図るもの

とします。 天神セントラルパーク（立体都市公園）イメージ 

日比谷公園ガーデニングショー 会場の様子 

北海道支部の協力で進められたガーデンアイランド北海道 
の紹介冊子 






